
(57)【要約】

【課題】PPP非標準のメッセージを用いて手順やデータ

量を削減することにより呼設定に要する時間を短縮し、

さらには端末あるいはPDSNが非標準メッセージに未対応

であってもPPP標準の手順で呼設定手順を継続可能とす

る。

【解決手段】情報端末とPDSNとの間に無線リンクを確立

する手順と、PDSNから情報端末へPPP標準のLCP Cfg-Req

uestメッセージを送信する手順と、PDSNから情報端末へ

PPP非標準のAltPPP Cfg-Requestメッセージを送信する

手順と、情報端末が、非標準メッセージに対応していれ

ばAltPPP Cfg-Requestメッセージに応答して非標準のAl

tPPP Cfg-Responseを返信し、非標準メッセージに未対

応であればLCP Cfg-Requestメッセージに応答して標準

のLCP Cfg--Responseを返信する手順と、PDSNが、前記

標準または非標準のCfg--Responseメッセージに基づい

て情報端末の認証を行う手順とを含む。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 情 報 端 末 と 、 当 該 無 線 情 報 端 末 と の 間 に 無 線 リ ン ク を 確 立 す る 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト
ワ ー ク お よ び 当 該 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク を 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る PDSN（ パ ケ ッ
ト デ ー タ 交 換 ノ ー ド )を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム と か ら 構 成 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク に お い
て 、 前 記 情 報 端 末 と PDSNと の 間 に PPPコ ネ ク シ ョ ン を 確 立 す る た め の 呼 設 定 方 法 に お い て
、
　 前 記 情 報 端 末 と PDSNと の 間 に 無 線 リ ン ク を 確 立 す る 手 順 と 、
　 前 記 PDSNか ら 情 報 端 末 へ 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、
　 前 記 PDSNか ら 情 報 端 末 へ 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、
　 前 記 情 報 端 末 が 、 前 記 標 準 お よ び 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ の い ず れ か 一 方 に 応 答 し
て 、 そ れ ぞ れ 標 準 ま た は 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、
　 前 記 PDSNが 、 前 記 標 準 ま た は 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ の 内 容 に 基 づ い て 情 報 端 末 の
認 証 を 行 う 手 順 と を 含 み 、
　 前 記 情 報 端 末 は 、 前 記 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し て い る か 否 か に 応 じ て 、 前 記 非 標 準 の
設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ に 対 し て 優 先 的 に 応 答 す る こ と を 特 徴 と す る パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し た 情 報 端 末 が 、
　 前 記 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 後 、 当 該 メ ッ セ ー ジ へ 応 答 せ ず に 所 定 時 間 だ
け 待 機 す る 手 順 と 、
　 前 記 待 機 時 間 内 に 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と 、 当 該 非 標 準 の 設 定 要 求 メ
ッ セ ー ジ に 応 答 し て 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、
　 前 記 待 機 時 間 内 に 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 で き な い と 、 前 記 標 準 の 設 定 要 求
メ ッ セ ー ジ に 応 答 し て 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 非 標 準 の メ ッ セ ー ジ は 、 複 数 の 標 準 メ ッ セ ー ジ に 分 散 登 録 さ れ る 複 数 の 設 定 要 求 が
一 括 登 録 さ れ る オ プ シ ョ ン フ ィ ー ル ド を 含 み 、 前 記 複 数 の 設 定 要 求 が 前 記 非 標 準 の メ ッ セ
ー ジ で 一 括 送 信 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設
定 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 非 標 準 の メ ッ セ ー ジ は 、 そ の メ ッ セ ー ジ 種 別 お よ び オ プ シ ョ ン デ ー タ の 代 表 値 が 登
録 さ れ る オ プ シ ョ ン フ ィ ー ル ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の パ ケ ッ
ト 交 換 網 の 呼 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 オ プ シ ョ ン フ ィ ー ル ド が 複 数 ビ ッ ト の 領 域 を 有 し 、 各 メ ッ セ ー ジ 種 別 お よ び そ の オ
プ シ ョ ン デ ー タ の 代 表 値 が 所 定 の １ ビ ッ ト に 登 録 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載
の パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ が 、 ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値
フ ィ ー ル ド 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド お よ び PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド を 含 み 、
　 前 記 PDSNが 、 前 記 ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 ユ ー ザ
名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド お よ び PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ た 情 報 に 基 づ い て ユ ー
ザ 名 を 構 築 す る 手 順 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 手 順 が 、
　 前 記 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 第 １ タ イ プ の と き に 、 受 信 メ ッ セ ー ジ の PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー
ル ド に 登 録 さ れ て い る ユ ー ザ 名 を 認 証 用 ユ ー ザ 名 と す る 手 順 と 、
　 前 記 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 第 ２ タ イ プ の と き に 、 情 報 端 末 の IMSI、 前 記 ド メ イ ン 代 表 値
と 関 連 付 け ら れ た ド メ イ ン 名 、 お よ び 前 記 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 と 関 連 付 け ら れ た サ ブ ド メ
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イ ン 名 と に 基 づ い て 認 証 用 ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 手 順 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ５ の い ず れ か に 記 載 の パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 手 順 が さ ら に 、
　 前 記 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 第 ３ タ イ プ の と き に 、 情 報 端 末 の IMSIを 認 証 用 ユ ー ザ 名 と す
る 手 順 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 PPP（ Point to Point Protocol） に 準 拠 し た 手 順 で パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定
を 短 時 間 で 行 う 呼 設 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 す る 際 の ト ラ ン ス ポ ー ト レ イ ヤ プ ロ ト コ ル と し て TCP(Transmissi
on Control Protocol） が 普 及 し て い る 。 ま た 、 端 末 が 公 衆 網 を 経 由 し て イ ン タ ー ネ ッ ト
へ 接 続 す る 場 合 に は 、 TCP/IP（ TCP/Internet Protocol） の 下 位 レ イ ヤ で あ る デ ー タ リ ン
ク レ イ ヤ プ ロ ト コ ル と し て 、 PPP（ Point to Point Protocol） が 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る
。 ま た 、 第 ３ 世 代 携 帯 電 話 の 標 準 方 式 cdma2000に お い て も 、 デ ー タ 通 信 の 呼 設 定 に PPPが
採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ８ に 示 し た よ う に 、 3GPP2（ 3rd Generation Partnership Project 2） で 標 準 化 が
進 め ら れ て い る 次 世 代 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の cdma2000で は 、 IPデ ー タ 通 信 を 実 現 す る た め
に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 側 に は 基 地 局 、 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ 、 PCF (Packet Control Function)
、 PDSN (Packet Data Serving Node： パ ケ ッ ト デ ー タ 交 換 ノ ー ド )お よ び AAA (Authentica
tion, Authorization and Accounting)サ ー バ が 接 続 さ れ る 。 ユ ー ザ 側 の 無 線 情 報 端 末 (MS
)に は 、 AT (Access Terminal)お よ び TE (Terminal Equipment)が 設 置 さ れ る 。 TEは パ ー ソ
ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の 情 報 端 末 で あ り 、 ATは 無 線 ア ク セ ス 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 基 地 局 は 、 ATと の 間 に 無 線 チ ャ ネ ル を 確 立 す る 。 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ は 基 地 局 を 制
御 す る 。 PCFは 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ と PDSNと の 間 で デ ー タ 通 信 を 制 御 す る 。 PDSNは 、 無 線
ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク と IPネ ッ ト ワ ー ク と を 接 続 し て 論 理 リ ン ク を 終 端 す る 。 PPPコ ネ ク
シ ョ ン は 、 TEと PDSNと の 間 に 確 立 さ れ る デ ー タ 通 信 路 で あ る 。 R－ Pコ ネ ク シ ョ ン は 、 PPP
コ ネ ク シ ョ ン を 確 立 す る と き に PCFと PDSNと の 間 に 確 立 さ れ る デ ー タ 通 信 路 で あ り 、 PPPコ
ネ ク シ ョ ン ご と に 確 立 さ れ 、 ユ ニ ー ク な 識 別 子 が 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ９ は 、 cdma2000で 規 定 さ れ て い る Simple IP(SIP)コ ー ル で の 認 証 時 に 、 CHAP（ Chal
lenge Handshake Authentication Protocol ） を 採 用 し た 場 合 の シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で
あ る 。 こ こ で 、 CHAPは 回 線 上 で サ ポ ー ト さ れ る セ キ ュ リ テ ィ 機 能 で あ り 、 無 認 可 の ア ク セ
ス を 防 御 す る た め に PPP カ プ セ ル 化 を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 手 順 (a)： 情 報 端 末 (MS)と RAN（ 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク ） と の 間 に 無 線 チ ャ ネ ル が 確
立 さ れ る 。
　 手 順 (b)： PCFと PDSNと の 間 に 個 別 の R－ Pコ ネ ク シ ョ ン が 確 立 さ れ る 。
　 手 順 (c)： 無 線 端 末 が PDSNに 対 し て CHAPに よ る 認 証 を 要 求 す る 。
　 手 順 (d)： PDSNが 情 報 端 末 に 対 し て CHAPに よ る 認 証 を 要 求 し 、 か つ PDSNが 受 信 可 能 な 最
大 パ ケ ッ ト サ イ ズ MRUを 伝 達 す る 。 こ れ に よ り 、 情 報 端 末 と 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク と
の 間 に 無 線 チ ャ ネ ル が 確 立 さ れ る 。
　 手 順 (e)： CHAPに よ る 認 証 が PDSNに お い て 了 承 さ れ る 。
　 手 順 (f)： CHAPに よ る 認 証 お よ び PDSNの MRUが 情 報 端 末 に お い て 了 承 さ れ る 。
　 手 順 (g)： CHAP認 証 の た め の challengeメ ッ セ ー ジ が PDSNか ら 情 報 端 末 へ 送 信 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-19934 A 2006.1.19



　 手 順 (h)： 情 報 端 末 に よ り challenge responseが 生 成 さ れ 、 ユ ー ザ 名 （ Username） と 共
に PDSNへ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 手 順 (i)： PDSNか ら AAAサ ー バ へ 、 前 記 Username、 CHAP challenge、 CHAP responseが 認
証 用 プ ロ ト コ ル を 用 い て 送 信 さ れ る 。
　 手 順 (j)： AAAサ ー バ か ら PDSNへ 、 認 証 結 果 （ 成 功 ま た は 失 敗 ） お よ び 必 要 に 応 じ て 情 報
端 末 が 利 用 す る IPア ド レ ス 「 y」 が 、 認 証 用 プ ロ ト コ ル を 用 い て 送 信 さ れ る 。
　 手 順 (k)： PDSNか ら 情 報 端 末 へ 認 証 結 果 が 送 信 さ れ る 。
　 手 順 (l)： 認 証 が 成 功 し た 場 合 に は 、 PDSNが 自 身 の IPア ド レ ス と し て 「 x」 を 使 う こ と を
情 報 端 末 に 対 し て 要 求 す る 。
　 手 順 (m)： ア ド レ ス を 割 り 当 て ら れ て い な い 情 報 端 末 は 、 自 身 の IPア ド レ ス と し て 「 0.0
.0.0」 の 使 用 を PDSNに 要 求 す る 。
　 手 順 (n)： PDSNが 情 報 端 末 に 対 し て 、 IPア ド レ ス 「 y」 の 使 用 を 要 求 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 手 順 (o)： 情 報 端 末 に お い て 、 PDSNが 自 身 の IPア ド レ ス と し て 「 x」 を 使 う こ と が 了 承 さ
れ る 。
　 手 順 (p)： 情 報 端 末 が 自 身 の IPア ド レ ス と し て 「 y」 を 使 う こ と を PDSNへ 要 求 す る 。
　 手 順 (q)： PDSNに お い て 、 情 報 端 末 が IPア ド レ ス 「 y」 を 使 う こ と が 了 承 さ れ る 。 こ の 後
、 情 報 端 末 が DNSサ ー バ の ア ド レ ス な ど を 要 求 し た 場 合 に は 、 そ れ ら に 対 し て 適 切 に 応 答
す る 。
　 手 順 (r)： PDSNが 認 証 サ ー バ に 対 し て 課 金 の 開 始 を 要 求 す る 。
　 手 順 (s)： 認 証 サ ー バ が PDSNに 対 し て 課 金 の 開 始 を 了 承 す る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Simpson, “ The Point to Point Protocol (PPP)” , RFC 1661, July 1
994.
【 非 特 許 文 献 ２ 】 P.R0001, “ Wireless IP Network Architecture based on IETF Protoc
ols” , 3GPP2, July 2000.
【 非 特 許 文 献 ３ 】 P.S0001-A Version 3.0.0, “ Wireless IP Network Standard” , 3GPP2
, July 2001.
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Simpson, “ PPP Challenge Handshake Authentication Protocol (CHAP
)” , RFC 1994, August 1996.
【 非 特 許 文 献 ５ 】 A.S0007-0 version 1.0, “ 1xEV-DO Inter-Operability Specification
 (IOS) for CDMA 2000 Access Network Interfaces” , 3GPP2, July 2001.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 PPPは も と も と 、 モ デ ム を 用 い た ダ イ ア ル ア ッ プ 接 続 用 に 策 定 さ れ た プ ロ ト コ ル で あ り
、 cdma2000で は 必 ず し も 利 用 し な い パ ラ メ ー タ お よ び シ ー ケ ン ス が 存 在 す る 。 し た が っ て
、 こ れ を そ の ま ま パ ケ ッ ト 交 換 網 の デ ー タ 通 信 に お け る 呼 設 定 に 利 用 す る と 効 率 が 悪 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 、 SIPコ ー ル で の 認 証 時 に CHAPを 用 い る 場 合 の シ ー ケ ン ス （ 図 １ ９ ） で は 、 手 順 (
c)、 (e)に お い て 情 報 端 末 が PDSNを 認 証 す る 要 求 ／ 応 答 メ ッ セ ー ジ が 交 換 さ れ る が 、 実 際
に は 行 わ れ な い た め 冗 長 で あ る 。 ま た 、 手 順 (m)に お い て 情 報 端 末 が IPア ド レ ス (0.0.0.0)
を 送 信 し た の ち 、 PDSNか ら 手 順 (n)に お い て 情 報 端 末 が 使 用 す べ き ア ド レ ス が 送 信 さ れ る
が 、 IPア ド レ ス は 常 に PDSNか ら 付 与 さ れ る た め に 手 順 (m)の シ ー ケ ン ス は 冗 長 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 cdma2000 1X EV-DOで は 上 り 回 線 の 速 度 が 低 い た め 、 で き る だ け 情 報 量 を 削 減 す
る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 PPPで は 上 り 下 り で 対 象 の シ ー ケ ン ス が 実 行 さ れ る の で 効
率 が 悪 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 し た 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 SIPコ ー ル で の 認 証 時 に 冗 長 な 手
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順 を 省 略 す る と 共 に 、 PPP非 標 準 の メ ッ セ ー ジ を 用 い て 手 順 や デ ー タ 量 を 削 減 す る こ と に
よ り 呼 設 定 に 要 す る 時 間 を 短 縮 し 、 さ ら に は 端 末 あ る い は PDSNが 前 記 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に
未 対 応 で あ っ て も PPP標 準 の 手 順 で 呼 設 定 手 順 を 継 続 で き る パ ケ ッ ト 交 換 網 の 呼 設 定 方 法
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 無 線 情 報 端 末 と 、 当 該 無 線 情 報 端 末 と の 間
に 無 線 リ ン ク を 確 立 す る 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク お よ び 当 該 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク
を 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る PDSN（ パ ケ ッ ト デ ー タ 交 換 ノ ー ド )を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク シ
ス テ ム と か ら 構 成 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 前 記 情 報 端 末 と PDSNと の 間 に PPPコ ネ ク
シ ョ ン を 確 立 す る た め の 呼 設 定 方 法 に お い て 、 以 下 の よ う な 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 (1)情 報 端 末 と PDSNと の 間 に 無 線 リ ン ク を 確 立 す る 手 順 と 、 PDSNか ら 情 報 端 末 へ 標 準 の
設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、 PDSNか ら 情 報 端 末 へ 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ
を 送 信 す る 手 順 と 、 情 報 端 末 が 、 前 記 標 準 お よ び 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ の い ず れ か
一 方 に 応 答 し て 、 そ れ ぞ れ 標 準 ま た は 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、 前
記 PDSNが 、 前 記 標 準 ま た は 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ の 内 容 に 基 づ い て 情 報 端 末 の 認 証
を 行 う 手 順 と を 含 み 、 情 報 端 末 は 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し て い る か 否 か に 応 じ て 、 非
標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ に 対 し て 優 先 的 に 応 答 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 (2)前 記 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し た 情 報 端 末 が 、 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し
た 後 、 当 該 メ ッ セ ー ジ へ 応 答 せ ず に 所 定 時 間 だ け 待 機 す る 手 順 と 、 前 記 待 機 時 間 内 に 非 標
準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と 、 当 該 メ ッ セ ー ジ に 応 答 し て 非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ
セ ー ジ を 送 信 す る 手 順 と 、 前 記 待 機 時 間 内 に 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 で き な い
と 、 前 記 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ に 応 答 し て 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 順
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 (3)非 標 準 の メ ッ セ ー ジ は 、 複 数 の 標 準 メ ッ セ ー ジ に 分 散 登 録 さ れ る 複 数 の 設 定 要 求 が
一 括 登 録 さ れ る オ プ シ ョ ン フ ィ ー ル ド を 含 み 、 前 記 複 数 の 設 定 要 求 が 前 記 非 標 準 の メ ッ セ
ー ジ で 一 括 送 信 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 (4)非 標 準 の メ ッ セ ー ジ は 、 そ の メ ッ セ ー ジ 種 別 お よ び オ プ シ ョ ン デ ー タ の 代 表 値 が 登
録 さ れ る オ プ シ ョ ン フ ィ ー ル ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
　 (5)オ プ シ ョ ン フ ィ ー ル ド が 複 数 ビ ッ ト の 領 域 を 有 し 、 各 メ ッ セ ー ジ 種 別 お よ び そ の オ
プ シ ョ ン デ ー タ の 代 表 値 が 所 定 の １ ビ ッ ト に 登 録 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 (6)非 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ が 、 ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値
フ ィ ー ル ド 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド お よ び PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 前 記
PDSNが 、 前 記 ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 ユ ー ザ 名 構 築
ル ー ル フ ィ ー ル ド お よ び PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ た 情 報 に 基 づ い て ユ ー ザ 名 を
構 築 す る 手 順 を さ ら に 含 み 、 前 記 ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 手 順 が 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 第 １
タ イ プ の と き に 、 受 信 メ ッ セ ー ジ の PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る ユ ー ザ 名 を
認 証 用 ユ ー ザ 名 と す る 手 順 と 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 第 ２ タ イ プ の と き に 、 情 報 端 末 の IM
SI、 前 記 ド メ イ ン 代 表 値 と 関 連 付 け ら れ た ド メ イ ン 名 、 お よ び 前 記 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 と
関 連 付 け ら れ た サ ブ ド メ イ ン 名 と に 基 づ い て 認 証 用 ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 手 順 と を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 。
　 (7)前 記 ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 手 順 が さ ら に 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 第 ３ タ イ プ の と き に
、 情 報 端 末 の IMSIを 認 証 用 ユ ー ザ 名 と す る 手 順 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 (1)請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し た PDSNか ら は 、 非 標 準 の 設 定

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-19934 A 2006.1.19



要 求 メ ッ セ ー ジ に 加 え て 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ も 送 信 さ れ る 。 し た が っ て 、 無 線 情 報
端 末 が 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し て い れ ば 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ に 応 答 し て 非 標 準
の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 返 信 で き る 一 方 、 無 線 情 報 端 末 が 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 非 対 応 で あ
っ て も 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ に 応 答 し て 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 返 信 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 (2)請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し た 情 報 端 末 は 、 PDSNか ら 標 準
の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し て も 直 ぐ に は 応 答 せ ず に 所 定 時 間 だ け 待 機 し 、 こ の 所 定 時
間 内 に 非 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 で き な い 場 合 だ け 、 前 記 標 準 の 設 定 要 求 メ ッ セ
ー ジ に 応 答 し て 標 準 の 設 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 。 し た が っ て 、 PDSNが 非 標 準 メ ッ セ
ー ジ に 対 応 し て い れ ば 、 当 該 メ ッ セ ー ジ に 対 し て 非 標 準 の メ ッ セ ー ジ で 優 先 的 に 応 答 で き
る 一 方 、 PDSNが 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 未 対 応 で あ っ て も 標 準 の メ ッ セ ー ジ で 応 答 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 (3)請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 非 標 準 の メ ッ セ ー ジ に は 、 複 数 の 標 準 メ ッ セ ー ジ に 分 散
登 録 さ れ て い た 複 数 の 設 定 要 求 が 登 録 さ れ て 一 括 送 信 さ れ る の で 、 呼 設 定 に 要 す る メ ッ セ
ー ジ 数 を 減 じ る こ と が で き る 。
　 (4)請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 標 準 メ ッ セ ー ジ の 拡 張 フ ィ ー ル ド に お い て 数 十 ビ ッ ト を
占 有 し て い た オ プ シ ョ ン デ ー タ が 、 そ の メ ッ セ ー ジ 種 別 と 共 に 代 表 値 と し て オ プ シ ョ ン フ
ィ ー ル ド に 登 録 さ れ る の で 、 拡 張 フ ィ ー ル ド の 短 縮 に よ る デ ー タ 量 の 削 減 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 (5)請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 標 準 メ ッ セ ー ジ の 拡 張 フ ィ ー ル ド に お い て 数 十 ビ ッ ト を
占 有 し て い た オ プ シ ョ ン デ ー タ を 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ 上 で は １ ビ ッ ト で 表 現 で き る よ う に
な る 。
　 (6)請 求 項 ６ ， ７ の 発 明 に よ れ ば 、 情 報 端 末 か ら PDSNへ 認 証 用 の ユ ー ザ 名 そ の も の を 送
信 す る こ と な く 、 当 該 ユ ー ザ 名 を PDSN側 に お い て 構 築 す る の に 必 要 な 情 報 の み を 送 信 す れ
ば 良 い の で 、 情 報 端 末 か ら PDSNへ 送 信 す る 情 報 量 を 減 じ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、
前 記 図 １ ８ に 関 し て 説 明 し た ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て 、 cdma2000で 規 定 さ れ て い る
SIPコ ー ル で の 認 証 時 に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 の シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で あ り 、 図 １ ７ は
、 そ の 状 態 遷 移 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 手 順 (1)： リ ン ク 停 止 (Dead)フ ェ ー ズ に お い て 、 情 報 端 末 (MS)と 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ
ー ク （ RAN） と の 間 に 無 線 チ ャ ネ ル が 確 立 さ れ る 。
　 手 順 (2)： 端 末 認 証 が 成 功 し た 後 、 RANの PCFか ら PDSNへ A11 Registration Request（ 登
録 要 求 ） が 送 出 さ れ る 。
　 手 順 (3)： PDSNか ら PCFへ 、 手 順 (2)の A11 Registration Requestに 応 答 し て A11 Registr
ation Reply（ 登 録 応 答 ） が 送 出 さ れ る 。 こ の 結 果 、 PCFと PDSNと の 間 に R-Pコ ネ ク シ ョ ン (
A10/11)が 確 立 さ れ て リ ン ク 確 立 (Establish)フ ェ ー ズ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 手 順 (4)： PDSNが 情 報 端 末 と の 間 に デ ー タ リ ン ク 層 で 無 線 チ ャ ネ ル を 確 立 す る た め に 、
初 期 (Initial)フ ェ ー ズ に お い て PPP標 準 の LCP(Link Control Protocol) Cfg-Request（ 設
定 要 求 ） メ ッ セ ー ジ が 送 信 さ れ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ に は 、 CHAPに よ る 認 証 要 求 お よ び PDSN
に お い て 受 信 可 能 な 最 大 パ ケ ッ ト サ イ ズ MRUが 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 手 順 (5)： PDSNか ら 情 報 端 末 へ 、 前 記 LCP Cfg-Requestと 同 時 に 、 本 発 明 に 固 有 で あ っ て
PPP非 標 準 の Cfg-Request メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 非 標 準 メ ッ セ
ー ジ と 標 準 メ ッ セ ー ジ と を 区 別 す る た め に 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に は 添 字 「 AltPPP」 を 付 し
て い る 。 こ の AltPPP Cfg-Requestに は 、 CHAP認 証 で 使 用 す る 暗 号 鍵 (challenge value)が
含 ま れ る 。 な お 、 実 装 に 際 し て は 、 手 順 (4)の LCP Cfg-Requestと 手 順 (5)の AltPPP Cfg-Re
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questと を 同 一 の A10パ ケ ッ ト に 含 め る こ と が 望 ま し い 。 そ の 後 、 PDSNは 待 機 (Waiting)フ
ェ ー ズ へ 移 行 す る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 情 報 端 末 に お け る メ ッ セ ー ジ の 受 信 漏 れ を 防 ぐ た め に 、 当 該 メ ッ
セ ー ジ は 所 定 の 複 数 回 数 だ け 再 送 さ れ る 。 こ の と き 、 IDお よ び Challenge value等 は 同 一
と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 手 順 (6)： 本 実 施 形 態 で は 、 情 報 端 末 が 前 記 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し て い る の で 、 情
報 端 末 か ら PDSNへ 、 前 記 AltPPP Cfg-Requestメ ッ セ ー ジ に 応 答 し て PPP非 標 準 の AltPPP Cf
g-Response（ 設 定 応 答 ） メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ は 、 後 に 詳 述 す る 「 ド
メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 」 、 「 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 」 、 「 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル
フ ィ ー ル ド 」 お よ び 「 拡 張 (Extention)フ ィ ー ル ド 」 を 含 み 、 拡 張 フ ィ ー ル ド に は CHAP/PA
P認 証 用 の デ ー タ が 登 録 さ れ る 。 そ の 後 、 情 報 端 末 は 手 続 (Proceeding)フ ェ ー ズ へ 移 行 す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 手 順 (7)： PDSNは 、 AltPPP Cfg-Responseを 情 報 端 末 か ら 受 信 す る と 前 記 AltPPP Cfg-Req
uestの 再 送 を 停 止 し 、 AAA(Accounting, Authentication, and Authorization： 課 金 、 認
証 、 認 定 ） サ ー バ へ RADIUS Access-Requestメ ッ セ ー ジ を 送 信 し て 手 続 (Proceeding)フ ェ
ー ズ へ 移 行 す る 。
　 こ の と き 、 PDSNで 受 信 さ れ た AltPPP Cfg-Responseメ ッ セ ー ジ に CHAP/Responseあ る い は
PAP/Requestが 登 録 さ れ て お ら ず 、 か つ PDSNに パ ス ワ ー ド が 事 前 登 録 さ れ て い な い な ど 、 R
ADIUS Access-Requestを 送 出 で き る 条 件 が 揃 っ て い な い 場 合 に は 、 PDSNか ら 情 報 端 末 へ Al
tPPP Cfg-Nackメ ッ セ ー ジ が 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 手 順 (8)： AAAサ ー バ か ら PDSNへ RADIUS Access-Acceptが 送 信 さ れ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ に
は 、 認 証 結 果 （ 成 功 ま た は 失 敗 ） お よ び 必 要 に 応 じ て 情 報 端 末 で 利 用 さ れ る IPア ド レ ス が
含 ま れ る 。
　 手 順 (9)： PDSNか ら 情 報 端 末 へ AltPPP Cfg-Successが 送 出 さ れ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ に は
、 IPv4ア ド レ ス や IPv6 Interface-ID、 IPv4 DNSア ド レ ス 情 報 等 が 含 ま れ る 。 そ の 後 、 PDS
Nは 開 放 (Opening)フ ェ ー ズ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 手 順 (10)： 情 報 端 末 は 、 前 記 AltPPP Cfg-Successの 受 信 に 応 答 し て PDSNへ AltPPP Cfg-A
ckを 返 信 し 、 そ の 後 、 開 放 (Opening)フ ェ ー ズ へ 移 行 す る 。 こ の 時 点 で 情 報 端 末 は サ ー ビ
ス 開 始 で き る 。 あ る い は 、 手 続 (Proceeding)フ ェ ー ズ の ま ま AltPPP Cfg-Nackを 送 信 す る
。
　 PDSNは 、 AltPPP Cfg-Successを 受 信 し て PPPネ ッ ト ワ ー ク フ ェ ー ズ へ 移 行 し 、 そ の 後 、
標 準 の PPPに し た が っ て サ ー ビ ス を 開 始 で き る 。 な お 、 情 報 端 末 か ら AltPPP Cfg-Nackメ ッ
セ ー ジ を 受 信 し た 場 合 、 開 放 (Opening)フ ェ ー ズ の ま ま AltPPP Cfg-Successメ ッ セ ー ジ を
送 出 す る 。 こ の と き 、 IPCP/IPv6CP等 の Configure-Requestの 該 当 す る オ プ シ ョ ン を Nackの
内 容 に あ わ せ て 設 定 し 、 そ の 他 の パ ラ メ ー タ に つ い て は 過 去 に 送 出 し た AltPPP Cfg-Succe
ssメ ッ セ ー ジ と 同 一 の 内 容 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 手 順 (11)： PDSNか ら 情 報 端 末 へ Router Advertisementが 送 出 さ れ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ に
は 、 IPv6 Prefix情 報 や IPv6 DNSア ド レ ス 情 報 が 含 ま れ る 。
　 手 順 (12)： PDSNか ら AAAサ ー バ に 対 し て RADIUS Accounting Request（ 課 金 要 求 ） が 送 信
さ れ 、 課 金 の 開 始 が 要 求 さ れ る 。
　 手 順 (13)： AAAか ら PDSNに 対 し て RADIUS Accounting Response（ 課 金 応 答 ） が 返 信 さ れ
、 課 金 開 始 が 了 承 さ れ る 。
　 手 順 (14)： 情 報 端 末 と PDSNと の 間 で デ ー タ 通 信 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 、 前 記 AltPPP（ 非 標 準 ） メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 図 で あ り 、 RFC2153
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の 規 定 通 り に 、 メ ッ セ ー ジ の 種 別 が 登 録 さ れ る Codeフ ィ ー ル ド と 、 送 信 者 の 識 別 子 が 登 録
さ れ る IDフ ィ ー ル ド と 、 パ ケ ッ ト 全 体 （ Code～ Extensionの 最 後 ま で ） の 長 さ が 登 録 さ れ
る Lenghフ ィ ー ル ド と 、 エ ラ ー 検 出 用 の Magic-Numberフ ィ ー ル ド と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 AltPPPメ ッ セ ー ジ は さ ら に 、 ベ ン ダ あ る い は 通 信 事 業 者 の 識 別 子 が 登 録 さ れ る OUI
フ ィ ー ル ド と 、 拡 張 ヘ ッ ダ (Extension)の 有 無 お よ び メ ッ セ ー ジ の 種 別 が 登 録 さ れ る Kind
フ ィ ー ル ド と 、 ド メ イ ン 名 を 特 定 す る た め の 代 表 値 が 登 録 さ れ る Domainフ ィ ー ル ド と 、 サ
ブ ド メ イ ン 名 を 特 定 す る た め の 代 表 値 が 登 録 さ れ る Sub-domainフ ィ ー ル ド と 、 ユ ー ザ 名 を
利 用 し た ド メ イ ン 名 の 構 築 ル ー ル が 登 録 さ れ る ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド と 、 こ れ ま
で は 複 数 の 標 準 メ ッ セ ー ジ に 分 散 さ れ て 送 信 さ れ て い た 各 種 の 設 定 要 求 や 、 標 準 メ ッ セ ー
ジ の 拡 張 フ ィ ー ル ド に お い て 数 十 ビ ッ ト を 占 有 し て い た オ プ シ ョ ン デ ー タ を 、 そ の メ ッ セ
ー ジ 種 別 と 共 に 代 表 す る デ ー タ が 登 録 さ れ る Req-Optionsフ ィ ー ル ド と を 含 む 。 本 実 施 形
態 で は 、 各 デ ー タ の 論 理 和 が Req-Optionsフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 Kindフ ィ ー ル ド に は 、 本 実 施 形 態 で は 拡 張 ヘ ッ ダ が 存 在 す る 場 合 に 、 そ の 最 上 位 ビ
ッ ト に 「 １ 」 が セ ッ ト さ れ る 。 さ ら に 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 図 ３ に 一 例 を 示 し た よ う に 、
Kindフ ィ ー ル ド が 「 １ 」 ま た は 「 １ ２ ９ 」 で あ れ ば 、 PDSNか ら MSへ 送 信 さ れ る Configure-
Requestメ ッ セ ー ジ で あ り 、 MSへ CHAP challenge valueを 通 知 し た り 、 あ る い は 情 報 端 末
へ A10コ ネ ク シ ョ ン が 確 立 し た こ と を 通 知 す る た め に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 同 様 に 、 Kindフ ィ ー ル ド が 「 ２ 」 ま た は 「 １ ３ ０ 」 で あ れ ば 、 情 報 端 末 か ら PDSNへ 送 信
さ れ る Configure-Responseメ ッ セ ー ジ で あ り 、 PDSNへ ユ ー ザ 名 あ る い は パ ス ワ ー ド に 関 す
る 情 報 を 通 知 し た り 、 あ る い は PDSNか ら 通 知 し て ほ し い 情 報 (IPv4ア ド レ ス 、 etc)を オ プ
シ ョ ン リ ク エ ス ト と し て 通 知 す る た め に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 同 様 に 、 Kindフ ィ ー ル ド が 「 ３ 」 ま た は 「 １ ３ １ 」 で あ れ ば 、 PDSNか ら 情 報 端 末 へ 送 信
さ れ る Configure-Successメ ッ セ ー ジ で あ り 、 サ ー ビ ス が 許 可 さ れ た 場 合 、 必 要 な 情 報 (IP
v4ア ド レ ス 、 etc)を 情 報 端 末 へ 通 知 し た り 、 あ る い は PDSNが 使 用 す る 情 報 (IPv4ア ド レ ス
、 etc)を オ プ シ ョ ン リ ク エ ス ト と し て 通 知 す る た め に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 同 様 に 、 Kindフ ィ ー ル ド が 「 ４ 」 ま た は 「 １ ３ ２ 」 で あ れ ば 、 情 報 端 末 か ら PDSNへ 送 信
さ れ る Configure-Ackメ ッ セ ー ジ で あ り 、 前 記 Configure-Successを 受 信 し た こ と を PDSNに
通 知 す る た め に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 同 様 に 、 Kindフ ィ ー ル ド が 「 ５ 」 ま た は 「 １ ３ ３ 」 で あ れ ば 、 PDSNか ら 情 報 端 末 へ 送 信
さ れ る Configure-Nakメ ッ セ ー ジ で あ り 、 サ ー ビ ス が 許 可 さ れ な か っ た 場 合 に 、 こ れ を 情
報 端 末 へ 通 知 し た り 、 あ る い は PDSNか ら の オ プ シ ョ ン リ ク エ ス ト に 対 し て 受 け 入 れ ら れ な
い 場 合 に reject/nakの 内 容 を PDSNに 通 知 す る た め に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 Domainフ ィ ー ル ド に は 、 図 ４ に 一 例 を 示 し た よ う に 、 ユ ー ザ 名 を 設 定 し な い 場 合 に
は 「 ０ 」 が 設 定 さ れ 、 ド メ イ ン 名 と し て 「 ezweb.ne.jp」 を 指 定 す る 場 合 に は 「 １ 」 が 設
定 さ れ る 。 同 様 に 、 使 用 頻 度 の 高 い ド メ イ ン 名 に 関 し て は 、 そ れ ぞ れ 「 ２ 」 ， 「 ３ 」 … が
ド メ イ ン 名 を 代 表 す る ド メ イ ン 名 代 表 値 と し て 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 Sub-domainフ ィ ー ル ド に は 、 図 ５ に 一 例 を 示 し た よ う に 、 ユ ー ザ 名 あ る い は Sub-do
mainを 設 定 し な い 場 合 に は 「 ０ 」 が 設 定 さ れ 、 サ ブ ド メ イ ン 名 と し て 「 ev01」 を 指 定 す る
場 合 に は 「 １ 」 が 設 定 さ れ る 。 同 様 に 、 使 用 頻 度 の 高 い サ ブ ド メ イ ン 名 に 関 し て は 、 そ れ
ぞ れ 「 ２ 」 ， 「 ３ 」 … が サ ブ ド メ イ ン 名 を 代 表 す る サ ブ ド メ イ ン 名 代 表 値 と し て 登 録 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 前 記 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド に は 、 後 に 図 １ ４ を 参 照 し て 詳 述 す る よ う に 、 拡 張
フ ィ ー ル ド の CHAP/Responseま た は PAP/Requestに 含 ま れ る Usernameを ユ ー ザ 名 と す る 場 合
に は 「 ０ 」 が 登 録 さ れ 、 A11メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る IMSI を ユ ー ザ 名 と す る 場 合 に は 「 １ 」
が 登 録 さ れ 、 IMSI@Sub-domain.Domainを ユ ー ザ 名 と す る 場 合 に は 「 ２ 」 が 登 録 さ れ る 。 ユ
ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 「 １ 」 ま た は 「 ２ 」 の 場 合 は 、 拡 張 フ ィ ー ル ド に Usernameが 登 録 さ れ
て い る 場 合 で あ っ て も 無 視 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 Req-Optionsフ ィ ー ル ド に は 、 こ れ ま で 複 数 の 標 準 メ ッ セ ー ジ に 分 散 さ れ て 送 信 さ
れ て い た 各 種 の 設 定 要 求 が 一 括 し て 登 録 さ れ る と 共 に 、 標 準 メ ッ セ ー ジ の 拡 張 フ ィ ー ル ド
に お い て 数 十 ビ ッ ト を 占 有 し て い た オ プ シ ョ ン デ ー タ お よ び そ の メ ッ セ ー ジ 種 別 を 代 表 す
る 値 が 、 い ず れ も １ ビ ッ ト で 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ は 、 Req-Optionsフ ィ ー ル ド の 各 ビ ッ ト の 状 態 と 設 定 内 容 と の 関 係 を 示 し た 図 で あ
り 、 従 来 は IPCP Cfg-Req メ ッ セ ー ジ お よ び IPv6CP Cfg-Req メ ッ セ ー ジ の ２ つ に 分 散 さ れ
て 送 信 さ れ た IPv4お よ び IPv6の 設 定 要 求 が 、 Req-Optionsフ ィ ー ル ド の 上 位 ２ ビ ッ ト が セ
ッ ト さ れ た 唯 一 の AltPPP Cfg-Req メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る だ け で 可 能 に な る 。 こ れ に よ り
、 本 実 施 形 態 で は 呼 設 定 手 順 の 削 減 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 例 え ば 図 １ ９ の 手 順 (m)で は 、 情 報 端 末 が IPア ド レ ス の 割 り 当 て を PDSNに 対 し
て 要 求 す る 際 に 、 IPCP Cfg-Req メ ッ セ ー ジ の 拡 張 フ ィ ー ル ド に ３ ２ ビ ッ ト の オ プ シ ョ ン
デ ー タ フ ィ ー ル ド を 確 保 し 、 当 該 フ イ ー ル ド に ダ ミ ー ア ド レ ス [０ ． ０ ． ０ ． ０ ]を 登 録 し
て 送 信 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 で は Req-Optionsフ ィ ー ル ド の 上 位 第 ３ ビ ッ ト 目 が セ ッ ト さ
れ た AltPPP Cfg-Req メ ッ セ ー ジ を 送 信 す れ ば 、 そ の 拡 張 フ ィ ー ル ド に ダ ミ ー ア ド レ ス を
登 録 す る こ と な く 、 PDSNに 対 し て IPア ド レ ス の 割 り 当 て を 要 求 で き る 。 同 様 に 、 情 報 端 末
が DNSの ア ド レ ス を PDSNに 対 し て 要 求 す る 際 も 、 本 実 施 形 態 で は Req-Optionsフ ィ ー ル ド の
上 位 第 ５ ビ ッ ト 目 あ る い は 第 ６ ビ ッ ト 目 が セ ッ ト さ れ た AltPPP Cfg-Req メ ッ セ ー ジ を 送
信 す れ ば 、 そ の 拡 張 フ ィ ー ル ド に DSNの ダ ミ ー ア ド レ ス [０ ． ０ ． ０ ． ０ ]を 登 録 す る こ と
な く 、 PDSNに 対 し て DNSの ア ド レ ス を 要 求 で き る 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 で は 拡 張 フ ィ
ー ル ド の 短 縮 に よ る デ ー タ 量 の 削 減 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ７ は 、 LCP/IPCP/IPv6CPに お け る 前 記 拡 張 フ ィ ー ル ド の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 図 で あ
り 、 Protocol IDフ ィ ー ル ド に は 、 図 ８ に 一 例 を 示 し た よ う に 、 IANAに て ア サ イ ン さ れ た D
LL Protocol Numbersが 設 定 さ れ る 。 Codeフ ィ ー ル ド に は 、 図 ９ に LCPお よ び IPCPの 場 合 を
例 に し て 示 し た よ う に 、 LCP、 IPCP等 で 規 定 さ れ て い る Codeが 設 定 さ れ る 。 Lengthフ ィ ー
ル ド に は 、 オ プ シ ョ ン パ ラ メ ー タ の バ イ ト 数 が LCP、 IPCP等 で 規 定 さ れ て い る 通 り に 設 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Type-X（ X＝ A， B… ） フ ィ ー ル ド に は 、 図 １ ０ に LCPの 場 合 を 例 に し て 示 し た よ う に 、 オ
プ シ ョ ン パ ラ メ ー タ の Typeに つ い て LCP、 IPCP等 で 規 定 さ れ て い る 値 が 設 定 さ れ る 。 Lengt
h-Xフ ィ ー ル ド に は 、 オ プ シ ョ ン パ ラ メ ー タ の バ イ ト 数 が LCP、 IPCP等 で 規 定 さ れ て い る 通
り に 設 定 さ れ る 。 Value-Xフ ィ ー ル ド に は 、 オ プ シ ョ ン パ ラ メ ー タ に つ い て LCP、 IPCP等 で
規 定 さ れ て い る Valueが 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ １ は 、 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 図 で あ り 、 Protocol IDフ
ィ ー ル ド に は 、 図 １ ２ に 一 例 を 示 し た よ う に 、 IANAに て ア サ イ ン さ れ た DLL Protocol Num
bersが 設 定 さ れ る 。 Codeフ ィ ー ル ド に は 、 図 １ ３ に CHAPの 場 合 を 例 に し て 示 し た よ う に CH
APで 規 定 さ れ て い る Codeが 設 定 さ れ る 。 IDフ ィ ー ル ド に は 、 PAP、 CHAP等 で 規 定 さ れ て い
る 値 が 設 定 さ れ る 。 Lengthフ ィ ー ル ド に は 、 PAP、 CHAP等 で 規 定 さ れ て い る 値 が 設 定 さ れ
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る 。 Dataフ ィ ー ル ド に は 、 PAP、 CHAP等 で 規 定 さ れ て い る 値 (Usernameを 含 む )が 設 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 い で 、 PDSNが 前 記 図 １ の 手 順 (6)で 受 信 し た AltPPP Cfg-Responseメ ッ セ ー ジ の 登 録 デ
ー タ に 基 づ い て ユ ー ザ 名 を 構 築 し 、 そ の 認 証 を 行 う 方 法 に つ い て 、 図 １ ４ の フ ロ ー チ ャ ー
ト に 沿 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 前 記 AltPPP Cfg-Responseメ ッ セ ー ジ が 、 ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド
、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド お よ び PAP/CHAP拡 張 フ
ィ ー ル ド を 含 み 、 こ の AltPPP Cfg-Responseメ ッ セ ー ジ を 受 信 し た PDSNが 、 前 記 ド メ イ ン
代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 フ ィ ー ル ド 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド お よ
び PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る デ ー タ に 基 づ い て 、 以 下 の 手 順 で ユ ー ザ 名 を
構 築 し 、 そ の 認 証 を AAAサ ー バ へ 要 求 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 AltPPP Cfg-Responseメ ッ セ ー ジ の ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル フ ィ ー ル ド
が 参 照 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 参 照 結 果 に 基 づ い て ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 判 別 さ れ る
。 こ の ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル は 、 PDSNが 前 記 各 フ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る デ ー タ に 基 づ い
て 認 証 用 の ユ ー ザ 名 を 構 築 す る 際 の ル ー ル を 規 定 す る も の で あ り 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が
「 ０ 」 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ３ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ， Ｓ ４ で は 、 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド
に CHAP/responseお よ び PAP/requestの い ず れ が 登 録 さ れ て い る か が 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に CHAP/responseが 登 録 さ れ て い れ ば ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 み 、 CHA
P/response拡 張 フ ィ ー ル ド の Dataフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る Usernameが 認 証 用 ユ ー ザ 名
と し て 登 録 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ５ で 構 築 さ れ た 認 証 用 ユ ー ザ 名 と
、 前 記 手 順 (5)で 情 報 端 末 へ 送 信 し た AltPPP Cfg-Requestに 登 録 し た CHAP challenge valu
eと 、 前 記 CHAP/response拡 張 フ ィ ー ル ド の Dataフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る CHAPパ ス ワ ー
ド と が 、 前 記 手 順 (7)に お い て AAAサ ー バ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に 対 し て 、 前 記 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に PAP/requestが 登 録 さ れ て い れ ば ス テ ッ
プ Ｓ ７ へ 進 み 、 PAP/request拡 張 フ ィ ー ル ド の Dataフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る Username
が 認 証 用 ユ ー ザ 名 と し て 登 録 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ７ で 構 築 さ れ た
認 証 用 ユ ー ザ 名 と 、 前 記 PAP/request拡 張 フ ィ ー ル ド の Dataフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る
ユ ー ザ パ ス ワ ー ド と が 、 前 記 手 順 (7)に お い て AAAサ ー バ へ 送 信 さ れ る 。 な お 、 前 記 PAP/CH
AP拡 張 フ ィ ー ル ド に CHAP/responseお よ び PAP/requestの い ず れ も が 登 録 さ れ て い な け れ ば
、 ス テ ッ プ Ｓ ９ へ 進 ん で 「 パ ス ワ ー ド な し 」 接 続 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 「 ０ 」 以 外 と 判 定 さ れ れ ば ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 「 １ 」 お よ び 「 ２ 」 の
い ず れ で あ る か が 判 定 さ れ る 。 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が 「 ２ 」 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ １ １ へ 進
み 、 前 記 AltPPP Cfg-Responseメ ッ セ ー ジ の Domainフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る ド メ イ ン
代 表 値 、 お よ び Sub-domainフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 が 抽 出 さ れ る
。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 前 記 各 代 表 値 と 予 め 対 応 付 け ら れ て い る ド メ イ ン 名 お よ び サ ブ ド
メ イ ン 名 が 検 索 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 前 記 A11メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る IMSIと 、 前 記 検 索 さ れ た ド メ イ ン
名 お よ び サ ブ ド メ イ ン 名 と を 組 み 合 わ せ て 構 築 さ れ る 「 IMSI@サ ブ ド メ イ ン 名 ． ド メ イ ン
名 」 が ユ ー ザ 名 と し て 登 録 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ４ に 一 例 を 示 し た よ う に 、 ド メ イ ン 代 表
値 が 「 １ 」 で あ れ ば ド メ イ ン 名 は 「 ezweb.ne.jp」 と な り 、 サ ブ ド メ イ ン 代 表 値 が 「 １ 」
で あ れ ば サ ブ ド メ イ ン 名 は 「 ev01」 と な る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 の ユ ー ザ 名 は 「 IMSI@e
v01.ezweb.ne.jp」 と な る 。 な お 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 、 ユ ー ザ 名 構 築 ル ー ル が
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「 １ 」 と 判 定 さ れ て い れ ば ス テ ッ プ Ｓ １ ８ へ 進 み 、 前 記 IMSIそ の も の が 認 証 用 ユ ー ザ 名 と
し て 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ， Ｓ １ ５ で は 、 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に CHAP/responseお よ び PAP/req
uestの い ず れ が 登 録 さ れ て い る か が 判 定 さ れ る 。 CHAP/responseが 登 録 さ れ て い れ ば ス テ
ッ プ Ｓ １ ６ へ 進 み 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ま た は Ｓ １ ８ で 構 築 さ れ た 認 証 用 ユ ー ザ 名 と 、 前
記 手 順 (5)で 情 報 端 末 へ 送 信 し た AltPPP Cfg-Requestに 登 録 し た CHAP challenge valueと
、 前 記 CHAP/response拡 張 フ ィ ー ル ド の Dataフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る CHAPパ ス ワ ー ド
と が 、 前 記 手 順 (7)に お い て AAAサ ー バ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 前 記 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に PAP/requestが 登 録 さ れ て い れ ば ス テ ッ
プ Ｓ １ ７ へ 進 み 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ま た は Ｓ １ ８ で 構 築 さ れ た 認 証 用 ユ ー ザ 名 と 、 前 記
PAP/request拡 張 フ ィ ー ル ド の Dataフ ィ ー ル ド に 登 録 さ れ て い る ユ ー ザ パ ス ワ ー ド と が 、
前 記 手 順 (7)に お い て AAAサ ー バ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド に CHAP/responseお よ び PAP/requestの い ず れ も が 登 録 さ
れ て い な け れ ば ス テ ッ プ Ｓ １ ９ へ 進 み 、 ド メ イ ン ま た は サ ブ ド メ イ ン 毎 に 予 め 設 定 さ れ た
パ ス ワ ー ド (ド メ イ ン で 共 通 )に 基 づ い て CHAP計 算 が 行 わ れ 、 CHAPパ ス ワ ー ド お よ び CHAP-C
hallenge valueが 、 前 記 手 順 (7)に お い て AAAサ ー バ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 情 報 端 末 か ら PDSNへ 認 証 用 の ユ ー ザ 名 そ の も の を 送 信 す る
こ と な く 、 当 該 ユ ー ザ 名 を PDSN側 に お い て 構 築 す る の に 必 要 な 情 報 の み が 送 信 さ れ る の で
、 情 報 端 末 か ら PDSNへ 送 信 す る 情 報 量 を 減 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ５ は 、 前 記 非 標 準 の AltPPPメ ッ セ ー ジ に PDSNの み が 対 応 し て お り 、 情 報 端 末 (MS)が
非 対 応 の 場 合 の シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 情 報 端 末 (MS)で は 、 手 順 (4)で PPP標 準 の LCP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ を 受 信 し 、 こ れ と 同 時
に 手 順 (5)で PPP非 標 準 の AltPPP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ を 受 信 す る が 、 非 対 応 の 情 報 端 末 で は
非 標 準 の AltPPP Cfg-Reqが 無 視 さ れ 、 標 準 の LCP Cfg-Reqに 応 答 し て 、 手 順 (6)で LCP Cfg-
Ackメ ッ セ ー ジ が 送 信 さ れ る 。 こ れ 以 後 は 従 来 の PPP標 準 の シ ー ケ ン ス が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は PDSNか ら 情 報 端 末 へ 、 PPP非 標 準 の AltPPP Cfg-Reqメ ッ セ
ー ジ の み な ら ず 、 こ れ と 同 時 に PPP標 準 の LCP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ も 送 信 さ れ る の で 、 非 標
準 メ ッ セ ー ジ に 未 対 応 の 情 報 端 末 で あ っ て も PDSNか ら の 要 求 に 応 答 で き る 。 そ し て 、 こ れ
以 後 は PPP標 準 の シ ー ケ ン ス が 従 来 と 同 様 に 実 行 さ れ る の で 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し
た PDSNと 未 対 応 の 情 報 端 末 と の 間 で も 通 信 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ６ は 、 上 記 と は 逆 に 非 標 準 の AltPPPメ ッ セ ー ジ に 情 報 端 末 の み が 対 応 し て お り 、 PD
SNが 非 対 応 の 場 合 の シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 情 報 端 末 (MS)は 、 手 順 (4)で PPP標 準 の LCP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ を PDSNか ら 受 信 し て も 、
こ れ に 対 し て 直 ぐ に は 応 答 せ ず に 、 PPP非 標 準 の AltPPP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ の 受 信 に 備 え
て 所 定 時 間 だ け 待 機 す る 。 こ の 待 機 時 間 内 に AltPPP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ れ ば 、
図 １ に 関 し て 説 明 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 PPP非 標 準 の AltPPP Cfg-Resメ ッ セ ー ジ を 返 信
す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 AltPPP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ を 受 信 で き ず に 待 機 時 間 が タ イ ム ア ウ ト す る
と 、 前 記 手 順 (4)で 受 信 し た PPP標 準 の LCP Cfg-Reqに 応 答 し て 、 手 順 (5)で LCP Cfg-Ackメ
ッ セ ー ジ が 送 信 さ れ る 。 こ れ 以 後 は 従 来 の PPP標 準 の シ ー ケ ン ス が 実 行 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-19934 A 2006.1.19



【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 情 報 端 末 が PPP標 準 の LCP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ を 受 信 し て も
、 こ れ に 対 し て 直 ぐ に は 応 答 せ ず に 、 PPP非 標 準 の AltPPP Cfg-Reqメ ッ セ ー ジ の 受 信 に 備
え て 所 定 時 間 だ け 待 機 し 、 待 機 時 間 が 経 過 し て も AltPPP Cfg-Reqを 受 信 で き な い 場 合 は PP
P標 準 の シ ー ケ ン ス へ 移 行 す る の で 、 非 標 準 メ ッ セ ー ジ に 対 応 し た 情 報 端 末 と 未 対 応 の PDS
Nと の 間 で も 通 信 が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 SIPコ ー ル で の 認 証 時 に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 の シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 AltPPP（ 非 標 準 ） メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Kindフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Domainフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Sub-domainフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Req-Optionsフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 拡 張 フ ィ ー ル ド の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 Protocol IDフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 Codeフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 Type-Xフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド の Protocol IDフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た
図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 PAP/CHAP拡 張 フ ィ ー ル ド の Codeフ ィ ー ル ド の 登 録 内 容 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る
。
【 図 １ ４ 】 PDSNに お け る ユ ー ザ 名 の 構 築 お よ び 認 証 方 法 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 非 標 準 の AltPPPメ ッ セ ー ジ に PDSNの み が 対 応 し 、 情 報 端 末 が 非 対 応 の 場 合 に お
け る シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 非 標 準 の AltPPPメ ッ セ ー ジ に 情 報 端 末 の み が 対 応 し 、 PDSNが 非 対 応 の 場 合 に お
け る シ ー ケ ン ス を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 情 報 端 末 お よ い PDSNの 状 態 遷 移 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 が 根 起 用 さ れ る パ ケ ッ ト 交 換 網 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 SIPコ ー ル で の 認 証 時 に CHAPを 採 用 し た 場 合 の シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
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